
団長・技術系ご挨拶、先生方紹介 
 

 

【団長：石原 敬子】 ～ 混声合唱団はもーる KOBE で一緒に歌いませんか♪～ 

はもーる KOBE は、2023 年に創立 45 周年を迎えた混声合唱団です。私たちは、年に一度、 

夏のコンサートをメインに、関西コンクールや兵庫県合唱祭などへの参加、各種講習会の 

開催など、多岐にわたる活動を行っています。創立当初から家族のような雰囲気の団だった 

そうですが、今も大学生から 70 代まで約 60 名が土曜日の夜に集い、一緒に楽しく歌って 

（時に踊って）います。コンサートでは、ルネサンスやロマン派から近現代、民謡からポップスまで、言語関係 

なくさまざまなジャンルの合唱曲にチャレンジしています。練習外での各自の努力や工夫はもちろん必要ですが、

仲間の協力やアイデア、オンラインツールも駆使して、皆でステージを作り上げています。はもーるのコンサ 

ートを楽しみにしてくださっているファンもたくさんおられ、とても有り難く思います。 

はもーる KOBE に興味を持たれた方は、ぜひ はもーる YouTube チャンネル にて過去の演奏動画をご覧頂き、

SNS（Twitter, Instagram, Facebook, Ameba ブログ）もチェックして頂けると幸いです。また、見学は年中 

受け付けておりますので、ご遠慮なくいつでもお問い合わせください。お待ちしています。 

 

 

【団員指揮者；岸本 雅弘】 

はもーる KOBE は学生からベテランまで広い世代の団員が所属していて、大きな家族 

のようです。私も毎回の練習は家族ぐるみで参加しています。技術的に、いつも前向き 

で、向上心を持って真摯に取り組んでいます。合唱は団員の仲の良さがサウンドに反映 

されます。そのような感動を感じる機会が、はもーるにはたくさんあります♪ 

 

指揮法を斉田好男、本山秀毅、藤井宏樹氏の各氏、合唱指導を故平田勝氏に師事。学生時代より合唱指揮者として

の研鑽を積み、合唱団を率いて国内外の合唱コンクール、合唱イベントに出演。合唱指揮者としての活動のほか、

合唱連盟等での活動を通じ数々の合唱イベントを企画。特に、自らのネットワークを活かして海外の合唱指導者・

作曲家・合唱団を積極的に日本へ招聘、合唱文化活動の国際 交流に力を注いでいる。 

JCDA 日本合唱指揮者協会会員、21 世紀の合唱を考える会 合唱人集団「音楽樹」会員、兵庫県合唱連盟理事、宝

塚国際室内合唱コンクール理事。 

 

 

【団員指揮者：平林 陽】 

はもーる KOBE の良いところは、なんといっても家族のような居心地の良さが一番の魅力 

ですね。歌っていても、指揮をしていても、温かく包みこむようなサウンドに身を委ねる 

ことができます。同時にみんなで聴きあい、感じあい、考えあい、高めあいながら、 

音楽を作れることも大きな特徴だと思います。 それゆえ、進歩の余地は十分！（笑） 

成長過程にあることも、魅力といえるでしょうね。 

 

指揮を斉田好男氏、鵜崎庚一氏に、ピアノを釜萢圭子氏に、合唱指導を故・平田勝氏に師事。2000 年から団内指

揮者として、コンサート・コンクールにおける指揮の一翼を担う。3 歳から鍵盤に親しみ、1983 年 PTNA ピアノ

コンペティション東日本 1 位、全国 2 位入賞。芝中学・高校吹奏楽部、神戸大学グリークラブで指揮者を務め、 

現在は会社経営の傍ら、関西のアマチュア合唱団・大学合唱団等において、指揮・編曲・ピアノ伴奏などを行う。 

神戸栄光教会聖歌隊指揮者兼パイプオルガン奏者。兵庫県合唱連盟理事。 
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【コンサートマスター：櫻井 史明】 

はもーる KOBE の良いところは、いろんな参加のスタイルや考え方が認められていてかつ 

尊重されているところでしょうか。だからいろんな人にとって「居心地のいい」団体かも 

しれません。その辺が音楽にもでているので、モチベーションの強い時は「自発的な力」が 

結集して思わぬ力を発揮します、が、そうでないときはそれが裏目にでることも多いですね。 

「自由でありつつ、いい音楽をつくる」そのためには個人としてなすべきことの共通認識を 

もう少ししっかり具体的にもつようになることが今後の音楽的課題でしょうか。 

 

 

【お世話になっている先生方】 

 

名誉指揮者 

(故) 平田 勝 先生 

昭和 19 年、東京音楽学校(現・東京藝術大学音楽学部)卒業後、合唱一筋の道を歩む。神戸高校合唱部、 

武庫川女子大学女声アンサンブル、混声合唱団はもーる KOBE などを指揮して内外の合唱コンクールで

度々入賞を果たす。神戸市文化賞、兵庫県文化功労者表彰、長井賞等受賞。 

著書に「新しいソルフェージュ」、訳書に「合唱音楽」がある。 平成 27 年 11 月 17 日ご逝去。 

音楽アドバイザー 

森田 二郎 先生   

大阪教育大学特別教科音楽課程作曲専攻卒。作曲を物部一郎に師事。鷹匠中学、神戸高校で合唱部員と

してその楽しさを経験。大阪教育大学混声合唱団で合唱指揮者としての実質的な活動を始める。県立伊

和高校、甲南女子高校、長田高校、神戸高校で教諭として合唱部の指導。その間、山崎町民合唱団、合

唱団おもちゃ箱、住友化学合唱団、大阪教育大学混声合唱団(技術顧問)で 指揮をする。現在、混声合唱

団はもーる KOBE、Shining☆Stars、六甲混声合唱団、コールはなみずき等の指導にあたっている。 

矢田 正一 先生 

神戸大学大学院修了。声楽、指揮、教育学を専攻する。合唱コンクールで数々の受賞歴を持ち、中でも

昭和 54 年から 11 年間にわたって兵庫県立神戸高等学校合唱部を指導・指揮し、関西合唱コンクールに

おいて 11 年連続金賞受賞。全日本合唱コンクールにおいて 3 年連続金賞受賞。特に昭和 62 年には全

国優勝を果たし、第 1 位に与えられる文部大臣賞を受賞。その功績により昭和 63 年に兵庫 県教育委員

会より「ゆずりは賞」を授与される。平成 25 年には兵庫県知事より兵庫県「文化功労賞」を授与され

る。関西国際大学非常勤講師、兵庫県合唱連盟副理事長、関西合唱連盟理事。 

ヴォイストレーナー 

林 香世 先生   

兵庫県立神戸高校卒業。在学中は合唱部に所属。京都市立芸術大学音楽学部卒業、音楽学部賞受賞、 

卒業演奏会、関西新人演奏会に出演。同大学院声楽専攻修了。第 27 回イタリア声楽コンコルソ入選。

KACC コンサート、神戸アーバンオペラ「カルメン」ミカエラ、関西二期会「フィガロの結婚」ケルビ

ーノ、ラター「マニフィカート」「レクイエム」のソロ等に出演。レナータ・スコッ ト氏の公開レッス

ンを受講。1997 年ジョイントリサイタル開催。関西二期会会員、関西歌曲研究会会員。 

兵庫県立神戸高校教諭、同合唱部顧問、兵庫県合唱連盟理事。 

麻田 健洋 先生 

バリトン。東京藝術大学卒業。大阪音楽大学大学院歌曲研究科修了。関西二期会会員。神戸演奏家協会

会員。親和中学校、親和女子高校教諭、同コーラス部顧問、兵庫県合唱連盟理事。関西合唱連盟理事。 

 


